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　 ま ず 本 研 究 の 臨 床 疑 問 をPICO strategy（Patients: PDP, Intervention: 5HT2ARNMs, 
Control: placebo, Outcome: 有効性と安全性）を用いて定式化した。PICOに合致するRPCT
の論文を、電子文献サイト（PubMed, Cochrane Library, PsychINFO）にて、“Parkinson”
などのキーワードを用いて2015年８月18日付けで検索した。更に、臨床研究登録サイト
（ClinicalTrials.gov, ISRCTN, ICTRP）を用いて、PICOに合致する全てのRPCTを探した。
主要評価項目はScale for the Assessment of Positive Symptomsのhallucinationsとdelusions 
（SAPS-H+D）得点とした。副次評価項目はSAPS-H得点、SAPS-D得点、Unified Parkinson’s 









（95%CI）=−2.26 （−3.86, −0.67）, P=0.005, I 2=30%］、SAPS-H得点、SAPS-D得点が減少
していた。また、ピマバンセリンはプラセボより起立性低血圧の出現頻度が少なかった［RR
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